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「赤平の食を考える会」について    

NPO 法人赤平市民活動支援センター 理事長 佐藤 智子 

 

NPO 法人赤平市民活動支援センターは、”橋渡しをする” ”場をつくる” 事とと

もに、何かをはじめようとする 

皆さんを応援しています。 ３年目を迎えた今年度は、これまでに培ったものを市民の皆

様に積極的 

に還元することを目指しています。 

この”食を考える会”や 9 月に公演予定のオペレッタなどを皮切りに、影になり日向に

なり縁の下の力 

持ちとなって応援していきます。  

特に”食を考える会”は札幌で行われる「食の祭典」にデビューし、広く赤平の宣伝を

するという大きな 

目的のある会ですから、赤平市民の皆様だけでなく、赤平を応援して下さる皆様もドンド

ン参加していた 

だきたいと思います。平成１８年５月 

 

 
赤平『がんがん鍋』 炭礦長屋の石炭ストーブでホルモン・野菜・豆腐を煮込んで食べた昔なつかしい鍋が

赤平に伝わっていた。 
 ストーブを・ガンガン焚いて・ガンガン煮込んで・ガンガン食べて・ガンガン語り・ガンガン働く。そんな昔

懐かしいスタミナ料理を赤平『がんがん鍋』と名付けて、今一度、ヘルシーで風味豊かな赤平『がんがん鍋』

として多くの人々に伝えて行きたい！ というのが、会の一つ目の願いです。 

 

 平成１９年 ４月 ３日（火） 

 

最近、ＴＶや新聞で「赤平がんがん鍋」が何度か紹介されたおかげで、近隣から問い合わ

せが来るようになりました。 

回を重ねる毎に味もドンドン進化し、自信をもってオススメできる一品になりました。 

１年前「がんがん鍋」をひらめき、命名してくださったＪＲ北海道アート企画室の勝見

渥氏（赤平出身）、調理担当で手作りの味噌などをつかい究極の味を追求している 

土井さん野原さん、いつもお手伝いに駆けつけてくださる「赤平の食を考える会」のみな

さまのチームワークと赤平に新名物をの思いが一つになった味です! 

 これからの目標は、赤平の各飲食店さんがそれぞれ自慢の味の「がんがん鍋」をメニュ

ーに加えてくださり、がんがん鍋食べ比べツアーができるようになること。 

皆様どうぞ「赤平がんがん鍋」を応援してください！ 

 

「赤平がんがん鍋」は味の炭鉱遺産かもです。 

  



 

  

 

                   記録係 ：NPO 広報 新出郁子 

平成１９年３月７日（水） 

小さな会議を数回経てこれからの進め方を思案してきましたが、いよいよ市内飲食店店

主の皆様に参加していただき、赤平の新名物としてひろめていきたいと 

３月７日（水）２時より、基本レシピをもとに「がんがん鍋説明会」を開きました。 

当日は、「赤平の美味しいもの」の取材として３社が参加し翌

日は TV 新聞などに紹介されました。 

☆ もともと、赤平では家庭の味として炭鉱時代より、食され

ていたホルモン鍋。 

私の場合は「高橋精肉店の味付けホルモン」に白菜やニラ・お

豆腐等々を煮付け、ガスを消す前にサッと玉子を散らしていた

だきます。 

寒い時・栄養とりたいとき・そして簡単料理で済ませたい時に

はうってつけ、主婦にとっては重宝な料理の一つです。 

 

☆ 会ではときおり、「赤平の美味しいも探し」として市内の

飲食店で食事会などしていますが２月は茂尻の焼肉やさん

「滝本」にて、豪華な食材で意外と冷めても美味しい「ホ

ルモン鍋」を食べました。 

  皆様も茂尻にお越しの際は、ぜひ一度滝本さんのホルモン鍋をご賞味ください。 

 

   それぞれの店の味“ 

ホルモン鍋は炭鉱華やかなりし頃よりあったものですが、これを機会に「赤平のがんがん

鍋」として市外のお客様むけに、食べ歩きツアーができるように発展させたいと思ってい

ます。 

そのためにも、沢山の赤平飲食店の方々に参加していただきたいと節に願う会員一同です。 

   宜しくお願い致します。   

 

 

 

 

「赤平の食を考える会」発足してから約１０ヶ月  

本番の日が来ました。 
 

平成１８年９月２日３日（土・日） 

赤平の赤いもで作った 
地ビールを頑張って試飲！ 



いよいよ”赤平の食を考える会”のがんがん鍋札幌デビューの日、緊張と不安を胸に 

朝5時に赤平を出発。両日晴天に恵まれ、赤平では見たこともない人の山に気後れし 

ながらも、がんがん呼び込みガンガン売りました。 

日曜の昼下がり突然の大雨で一気に人がいなくなり、もは

やコレまでか！？ 

と心配しましたが、小1時間ほどで止んだ雨のおかげで、

暖かい鍋物はあーーという間に売れきれました。昔炭鉱で

働いていた方たちが懐かしんで食べてくださるのかなと

思っていましたが、意外や以外若い方たちが珍しがって食

べてくれました。これからの研究課題ができました。 
 

役所職員のOBと現役、 商店の奥さん 先生 農家の奥

さん、ご協力ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９／１０回目報告レポート                    

 

赤平「がんがん鍋」！！ いよいよ、出陣！ 

目標→“１、０００食“  

札幌大通り９月２・３日「札幌大通 ふるさと市場」出店 



 
          担当：NPO広報 
鍋が煮詰まるように、この会の目的も煮詰まり吹き出す寸前となってきまし

た。 
９月に向けて、味の点検・用意・人材等々当日に向けて準備中です。 
そんな折り、「赤い花夢づくりの会」が８月７日「赤の夕べ」パーティの「食」

に拘る献立発表を、私たちの試食の席に宣伝報告に駆け付けて頂き、その“赤

への熱い思いに 心に響くものが有りました。 
もちろん、この「食の会」も赤平に“おいしいものアリ～！”の情熱で討議

を重ねてきました。そして、いよいよ９月２日（土）３日（日）、「札幌大通り

ふるさと市場」リンケージ・アップフェステバル２００６に「がんがん鍋」「ナ

スのビール漬け」他でイザ！参加です。 
◎誌面で「がんがん鍋」を知った方は是非、札幌在住の方に赤平の新名物「赤

平のがんがん鍋」が参加していると、ご報告宜しくお願いします。 
 
赤平『がんがん鍋』 炭礦長屋の石炭ストーブでホルモン・野菜・豆腐を煮込んで食べた昔なつかしい鍋が

赤平に伝わっていた。 
 ストーブを・ガンガン焚いて・ガンガン煮込んで・ガンガン食べて・ガンガン 

語り・ガンガン働く。そんな昔懐かしいスタミナ料理を赤平『がんがん鍋』と名付けて、今一度、ヘルシーで

風味豊かな赤平『がんがん鍋』として多くの人々に伝えて行きたい。参加者みんなの熱い思いです。 詳しい

内容は NPO 法人市民活動支援センターのホームページをご覧ください。 

URL：http：//rabika.sakura.ne.jp/ 

 
 

６月２１日（水）  「赤平の食を考える会」 ８回目 報告レポート 

赤平「ガンガン鍋」に決定！！ 

                        記事担当者：NPO 広報チーフ 

１ ３日に「赤平美味しいもの探し」第一弾で食した、松川さんの味を下地 

にし、女性スタッフが新しいホルモン鍋つくりに挑戦！  

 味噌味・画期的○○味（今の所、秘密の味）そして「幌岡 SOPUKO」植村さんに 

よる、手頃なホルモン丼と 参加者全員で試食 

「赤平の新しい味発見！ 」の情熱のもと、けんけんがくがく討議。 

今回は、飛び入り参加者 「食を考える・・・」に一石を投じた札幌在住Ｊ Ｒの

Ｋ氏そして Ｍ氏。 そしてＫ氏が炭坑華やかなりし頃の赤 

平の元気の源、ホルモン鍋の由来から、新しい名前を命名しました。 その 

名は、赤平「ガンガン鍋」！ ！ （かな文字になるかもしれません。） 

 



 
『ホルモン鍋』とは炭礦で栄えた頃に、危険な礦内で働いていた炭坑夫のス 

タミナ源として馴染まれていた「ホルモンのごった煮」「ホルモン焼」。当時代には、炭礦の

仲間と 

家族のきずなをつくり、明日への活力源として良く食べられていた。 

 

赤平『ガンガン鍋』 

 炭礦長屋の石炭ストーブでホルモン・野菜・豆腐を煮込んで食べた昔なつか 

しい鍋が赤平に伝わっていた。 

 ストーブを・ガンガン焚いて・ガンガン煮込んで・ガンガン食べて・ガンガン 

語り・ガンガン働く。そんな昔懐かしいスタミナ料理を赤平『ガンガン鍋』と名付

けて、今一度、ヘルシーで風味豊かな赤平『ガンガン鍋』として多くの人々 

に伝えて行きたい。 

 参加者みんなの熱い思いです。 

 

 

６月１３日（火） 美味しいもの探し ７回目 報告レポート 

 

「第１３回札幌大通りふるさと市場」出店準備の為に商品探しに、取り組み 

今回は「赤平の美味しいもの探し第 1 弾報告」です。 

 6 月 13 日寿司の松川さんに、「ホルモン鍋」を食べに行きました。 

味噌ベースのスープに玉ネギ、豆腐とホルモンが入っているお鍋で、 

煮詰めるとホルモンの旨みがスープに出汁となって、にじみ出て、 

ますます美味しくいただけます。 

玉ネギ、豆腐にも味が染みてとろけそう～ 

大人の方には、お酒とともにおすすめですが、 

ご飯の上にかけても美味しくいただけますよ～ 

ご家族みんなで食べれるおかずとしても嬉しい一品です。 

私の隣で食べていた、T さんは、ビールを片手に「激ウマ！」とうなっておりました。。。 

その他には、前回の赤平食の試食会で、人気ナンバー１となった赤平で作られているお米

「七つ星」で、御寿司を握っていただいたり、赤平産のアスパラを使ってパスタを作っていただ

きました。 

美味しくお腹いっぱいいただきました！ 

 炭鉱まちということもあり、昔は、ホルモンを多く食べられていた風習がこのまちにもあったと聞

きます。今も、お店やご家庭で、ホルモン鍋を作っている！？な～んて、ところがあったりし

て？もし、そんな情報がありましたら是非、ご一報いただけたら。。。と、思います。 

色んなホルモン鍋に出会いたいと思っている私たちです☆ 

 
 



そこで、次回は、私たちでもホルモン鍋を作ってみることにしました。 

６月２１日（水）午後６時半から 赤平市公民館にて です。 

もし、ご興味のある方は、御気軽にお立ち寄りください(^v^)/ 

 
 

 

 

５月２３日（火）幌岡soukoのレポート 

担当記事 植村真美氏 
 

 

23 日夕方から、 幌岡 SOUKO カフェで、 

 赤平の食を考える会のメンバーで、 

赤平食の試食会を行いました。 

  第１ 回目の食は、お米と味噌です。 

赤平では、主にきらら、星のゆめと 

七つ星の３ 種類が生産されています。 

それと、農協婦人部の方たちで作っている、 

お味噌（農協婦人部製造）を使用し、 

メイン料理は「おにぎりと味噌汁」でした。 

改めて、味わってみると、３ 種類とも、違ったお米の味にびっくりでした！  

きららは、普通の感じ？ 、 星のゆめは、少々もちもちした感じ？ 、 

七つ星は、一粒ひとつぶがしっかりと主張されていて、深みがあり、甘く美味しかった 

です。 

その他、地元で作られた豆腐、油揚げとネギを入れたお味噌汁、味噌ホットケーキ、 

オカラコロッケ、豆おにぎり、トマトジュースと寒天のデザート、トマトジュースとビー 

ルで割ったカクテル"レットアイ"などなど、地元にこだわった第１ 回の試食会は、準備 

は少々大変でしたが、お腹いっぱい大成功でした！ どれも美味しかったのですが、味 

噌ホットケーキが意外と好評で、次は、このホットケーキにあんこと生クリームをはさめ 

て、どら焼き風に作ってみることにしました。お楽しみに！ 次回は、赤平のお店巡り編 

です！  

６ 月１ ３ 日（火） 

松川寿司の"ホルモン鍋"をみんなで食べに行きます！ あなたも一緒に赤平の食を満喫 

しませんか？ お気軽にご参加ください。★・：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

５月９日（火） 

「赤平の食を考える会」５回目報告レポート 

 
                             記事担当者：植村 真美 
 この話し合いも５回目を終え、もうそろそろ実行する時期のようです！？ 
前回の話し合いで、盛り上がったのは赤平で作られている、三種類のお米（主に星の夢・きらら・七つ星）

と、お味噌をみんなで食べよう！という話しから 赤平産トマトジュースとビールのカクテル「レッドア

イ」と、全国炭鉱節大会で出された「ホルモン鍋」、昔から親しまれている味、豆腐（中岡さん）などな

ど 
春の陽気とともの次回の話し合いからは、会議室を飛び出し、赤平の食を堪能し、守り続ける味探しを

しょうということになりました。 
まず。５月２３日午後６：００～参加費５００円・幌岡 soukoにて～第１回赤平の実食会を～ 
行います。是非、参加してみたい方は、ご連絡ください。 
またのレポートをお楽しみに！＾＾ 
 

 

 
 
 
 

 

  

 

次回開催日 

６月１２日（火） 

午後６：３０～ 

赤平市公民館 

【４月の会議では赤平の農産物を使った料理の試食会の企画や、 
赤平の食に関する情報収集について話し合いました。】 
 



  

 

 

 

 

 

４月１１日（火） 

「赤平の食を考える会」４回目報告レポート 

―あなたの“美味しい”を募集中― 

 あかびらのムーブメント 
 赤平の食を考える～う①        記事担当者：植村 真美 
 今年の１月から“赤平の食”について考えようと、話しあいがはじまりました。「赤平に行けば 
アレが食べられる！アレがおいしい！」というような、食べ物や特産品などを作り出し、赤平に 
もっと多くの人が遊びに来てくれるといいなぁ～と、夢を抱いています。話し合うだけじゃなく、 
赤平の飲食店巡り、赤平の農産物を使った料理の試食会なども企画中です。参加してみたい方は、 
何方でも OK！美味しいモノをみんなで考えて、作っていきましょう！今は、まず、赤平の食に関 
する情報を集めています。「あそこのお店のアレがおいしい！」「昔、あんな店があったなぁ」「お 
母さんの作るこの料理が美味しい美味しい！」「おじいちゃんが作るあの野菜が美味しい！」など 
など、日常生活の中で貴女が感じている“美味しい”情報をいただけませんか？そんな貴女の情 
報が＾＾美味しい赤平＾＾を作るかもしれない・・・・・楽しみ楽しみ＾＾ 
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３月 ７日の 

「赤平の食を考える会」３回目報告レポート 

【３月の会議では９月開催食の祭典にトマトジュースなどの出店を検討】 
 

次回開催日 

５月９日（火） 

午後６：３０～ 

赤平市公民館 



 

地元産品の活用を 

                                  記事担当：神田 隆 

第３回目は、１２名が参加して組織のあり方について話し合いました。 

 一つには、会の話し合いを効率的に進めるために、コーディネーター役を設置することに 

なりました。 

 二つには、会の存続期間は、目的が明確的になったら、その達成に必要な期間が会の存続 

の期間となるだろうことを確認しました。 

 

９月開催の札幌食の祭典に 

         トマトジュースなどの出店を検討 

札幌で行われる「食の祭典」に、赤平市からの出店がないことは、非常に残念なことなので、 

それまでに間に合う物産（現在トマトジュースなどの可能性について検討中）を持ち込んで、 

赤平市として出店出来るように取組みを進めることになりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

１月２３日 

「赤平の食を考える会」２回目報告レポート 

「新たな食品開発」と９月札幌開催の「食の祭典への出店」を目指して 
                     記事担当：神田 隆 

 

 

 多くの地域に名物があり、最近では「名物づくり（探し）」に取り組んでいるまちが増え

て 

おりますが、「赤平には名物（名産）が少ないので、みんなで新たなものを開発してはどう

か」 

という声が数多くあります。 

 さらには、札幌在住の赤平出身者から「９月に開催の食の祭典は、二日間で２５万人が

集ま 

る一大イベントだが、赤平市からの出店がないのは、非常に残念だ」との声が寄せられて

次回開催日 

４月１１日（火）午後６：３０～     赤平市公民館 



おり 

ます。 

 時を同じくして、赤平市が市民と共同で作成した「スクラムプラン」の中に 

「食ブランドの開発」という計画がありますが、市民との「協働」で実現しようとする計

画で 

ありますので、この動きに連動できないかという思いもあり、このたび NPO の呼びかけ

に「赤平の食を考える会（仮称）」を立ち上げました。 

 参加しているのは、行政、商工会議所、農業者ほか強い関心をもつ多くの市民のみなさ

んです。 

 これまで２回の話し合いをもちましたが、主な内容は次のとおりです。 

・  新たな食品（名物）の開発について、参加者の思いを発言してもらい、その実現の
可能性 

・ について協議をしている。 

・  ９月の食の祭典には、商業者へ積極的に出店を呼びかけるのと、当日限りのもので

も販売 

・ できる物があれば、赤平市の PR で参加を検討する。 
 

参加者が注目！  赤平農協婦人部製造の「味噌」が、農業関係団体の品評会で第１位に

輝く 

    

   これだけ評価をされているものを、更に量産できる体制を考えていってはどうかと

いう 

意見が多く出されている。 

・ 次回は、この組織のあり方と目指す方向性について、協議を進めることにしておりま

す。 

 

もっともっと多くの参加を期待しております。お気軽にどうぞご参加を！ 

札幌で行われる「食の祭典」に、赤平市からの出店がないことは、非常に残念なことな

ので、 

それまでに間に合う物産（現在トマトジュースなどの可能性について検討中）を持ち込ん

で、 

赤平市として出店出来るように取組みを進めることになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   次回開催日  ３月７日（火）午後６時３０分  

 赤平公民館 



 


